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薄い擬六角板状で 

産出した含クロム 

白雲母。 

真珠のような光沢を 

持ち、素焼きの陶板 

にこすりつけると白 

色の条痕が残る。 
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含クロム自雲母電・ 

雲母片岩、変成ドロマイト、大 

理石などの中に生成し、雲母片 

岩中では黒雲母と共生している。 
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英名の「フクサイト」は、 

さまざまな雲母の研究で知 

られるドイツの鉱物学者ョ 

ハン・ネポムクーフックス 

にちなんで名づけられた。 

ハンマーでたたく 

と不規則な断口を 

示す。 

白雲母のなかまで、 

クロムを含むため 

緑色をしている。 
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クロム含有量により色の濃淡が変化 

白雲母のなかまで、了クロム白雲母」や「クロム雲母」 とも呼ばれる 

含クロム白雲母は、クロムを含むため緑色をしており、その含有量によ 

り色の濃淡が微鯵に変わるのが特徴。曇毎片碧、菱蔵ドロマイト、大理 

石などの中から、微紬な結晶が集合した大きな貰ゃ、薄い被我の結晶で 

産出し、大きな結晶は擬六角板状であらわれることが多い。 

白雲母のなかまには、含クロム白雲母のほかに、細かい結晶が結主秩 

の塊になってあらわれる縞曇毎ゃ、水を多く含むハイドロマスコバイト、 

ケイ素を多く含むフェンジャイトなどがある。 
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A 擬六角形の含クロム白雲母。イタリア産。 

主な産地 

口シァ ‘ 

イタリァ” 

ぐん 士 けん‘じおか し 

群馬県藤岡市の 
さA ば がh“、んせいかん 

三波川変成岩中 

などから少量産 

出した。 

・ 、告か、、 

ト男開のすじがよく見える 

含クロム白雲母。 

▲イタリアのノバーラで産出した含クロム白雲母。 

クロムフイライトの発見 

含クロム白雲母は、白雲母の組成のうち、アル 

ミニウムをクロムにー部置換した変種で、独立し 

た鉱物ではない。一方、最近になって、「クロム 

フィライト」という鉱物が発見され、雲母グルー 

プに属する独立種として認められた。クロムフィ 

ライトの化学組成は［KCF2AISj301o(OH)2] で、 

白雲母［KA2AISj30l o(OH)2] よりアルミニウ 

ムが少なく、その代わりにクロムを含んでいる。 


